
 平 成 １ ７ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ｄ Ｄ 第 ２ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L － 1 ～ 6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L － 7 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 11 ～ 15

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、スイッチＳを開いているとき、抵抗Ｒ３、Ｒ４に３アンペアの

電流が流れている。このＳを閉じたとき、抵抗Ｒ２を流れる電流は、 (ア) アンペアであ

る。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ４.２ ② ６.３ ③ ８.４ ④ １２.６ ⑤ １６.８

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧が６ボルト、端子ｂ－ｃ間の電圧が８ボル

トであった。このとき、端子ａ－ｃ間に加えた交流電圧Ｅは、 (イ) ボルトである。

(５点)

① ７ ② １０ ③ １３ ④ １７ ⑤ ２１

(３) 正弦波交流回路において、電流と電圧の位相差を小さくすれば、この回路の (ウ) は、

大きくなる。 (５点)

① 無効電力 ② 皮相電力 ③ インピーダンス ④ 力 率

(４) 波形率と同様に、交流波形のひずみの度合いを見る目安の一つである波高率は、 (エ)

の比で表され、正弦波形の場合、約１.４１４となる。 (５点)

① 実効値と平均値 ② 最大値と平均値 ③ 最大値と実効値

④ 基本波と高調波 ⑤ 偶数次ひずみと奇数次ひずみ

図－２

ｃ
ｂ

Ｒ
ａ

ＸＬ

ＳＥ

　　　図－１

Ｒ ６ Ω＝３Ｒ ４ Ω＝２

Ｒ ２ Ω＝１

Ｒ ２ Ω＝４



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 半導体において、正孔(ホール)を生ずる不純物は、アクセプタといわれる。

Ｂ Ｎ形半導体において、正孔(ホール)が自由電子より多く生ずるので、正孔(ホール)は、多

数キャリアといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図－１に示す回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧ＶＩを加えたと

き、コレクタ電流ＩＣが図－２に示すように変化した。ＩＣとコレクタ－エミッタ間の電圧

ＶＣＥとの関係が図－３に示すように表されるとき、このトランジスタ回路の電圧増幅度を

４０とすれば、ＶＩの振幅は、 (イ) ミリボルトである。 (４点)

① ２０ ② ４０ ③ ４５ ④ ５０ ⑤ ８０

(３) ＩＣメモリには、随時書き込み・読み出しが可能な (ウ) がある。 (４点)

① ＰＡＭ ② ＰＩＭ ③ ＡＴＭ ④ ＲＯＭ ⑤ ＲＡＭ

(４) 任意の入力波形に対して、狭い振幅レベル間に入る部分のみを取り出す回路は、 (エ)

回路といわれる。 (４点)

① クリッパ ② クランプ ③ スライサ

④ 論理積 ⑤ 共 振 ⑥ フリップフロップ

(５) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 電界効果トランジスタは、ソース及びドレインといわれる電極間において、半導体の中を

流れる多数キャリアをゲート電圧で制御する素子である。

Ｂ ゲート部が金属、酸化膜及び半導体から構成される電界効果トランジスタは、接合形

電界効果トランジスタといわれ、入力インピーダンスが高く、消費電力が少ないなどの長所

がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図－２ 図－３図－1
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Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (ア) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)＋Ａ･(Ａ＋Ｂ)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ ⑤ Ｂ

(２) 図－１～図－４の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と

出力ｃの論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ＋(Ａ＋Ｂ)

の論理式で表すことができる論理回路は、 (イ) の回路である。 (５点)

① 図－１ ② 図－２ ③ 図－３ ④ 図－４

(３) 表は、入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を示した真理値表である。

この真理値表に相当する論理式は、Ｃ ＝ (ウ) の式で表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ＋Ｂ

⑤ Ｂ＋Ａ･Ｂ

図－２図－１

図－３ 図－４
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Ｌ－4

(４) 図－５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂに図－６に示す入力があるとき、図－５の出

力ｃは、図－６のｃ１～ｃ５のうちの (エ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図－６

図－５
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Ｌ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線１への入力電圧が１２０ミリボルト、電気通信回線１から電

気通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が４０デシベル、変成

器の巻線比(ｎ１：ｎ２)が３：４のとき、電圧計の読みは１６ミリボルトである。ただし、変

成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスはすべて同一値

で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ３５ ② ４０ ③ ４５ ④ ５０ ⑤ ５５ ⑥ ６０

(２) 一様な線路の減衰定数は、線路の一次定数により定まり (イ) によりその値が変化する。

(５点)

① 信号の振幅 ② 負荷インピーダンス ③ 減衰ひずみ ④ 信号の周波数

(３) 図－２に示すように、インピーダンスがそれぞれ５２０オームと２８０オームの伝送ケーブ

ルを接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数(インピーダンス不整合に

よる電圧変化を整合時電圧との比で表したもの)は、 (ウ) である。 (５点)

① －０.６ ② －０.３ ③ －０.２ ④ ０.２ ⑤ ０.３ ⑥ ０.６

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線へ誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。これらのうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例して変化す

る。 (５点)

① 電 圧 ② 抵 抗 ③ インダクタンス ④ 電 流

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 搬送波として連続する矩形パルスを使用し、矩形パルスの幅を入力信号の振幅に対応させて

変調する方式は、 (ア) 方式といわれる。 (４点)

① ＰＣＭ ② ＰＡＭ ③ ＰＰＭ ④ ＰＷＭ ⑤ ＰＴＭ

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器

図－１

巻線比 終端抵抗

変成器

３：４

電圧計終端抵抗 Ｖ

図－２

接続点

Ω２８０Ω

伝送方向

５２０



Ｌ－6

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ある周波数以下の周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰

を与えるフィルタは、一般に、低域通過フィルタといわれる。

Ｂ ある周波数範囲の周波数の信号のみを通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな

減衰を与えるフィルタは、帯域消去(阻止)フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な (ウ) 雑音、中継

器等の非直線性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフ

ィルタの特性等によって生ずる漏話雑音等がある。 (４点)

① 補 間 ② 量子化 ③ ジッタ ④ 準漏話 ⑤ 熱

(４) デジタル信号の伝送系において、ビットエラーが、ある時間帯で集中的に発生しているか否

かの品質評価尺度の一つに、 (エ) がある。 (４点)

① ％ＥＳ ② 長時間平均誤り率

③ 平均オピニオン評点 ④ バーストエラー

(５) ＬＡＮの伝送方式の一つである１０００ＢＡＳＥ－Ｘ方式のうち、１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ

方式では、伝送媒体として、 (オ) が使用される。 (４点)

① ＵＴＰケーブル ② 同軸ケーブル

③ ＵＳＢケーブル ④ マルチモード光ファイバケーブル



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) アナログ電話用の回線などを利用して数百キロビット／秒から数十メガビット／秒のデータ

信号を伝送するＡＤＳＬサービスは、通信事業者の設備センタ内とユーザの宅内に設置した

(ア) を用いてサービスを提供している。 (４点)

① モデム ② スイッチ ③ パケット ④ ルータ

(２) ＶｏＩＰのプロトコルには、一般に、音声伝送プロトコルの (イ) が用いられ、この

(イ) は、ＩＰネットワーク上で音声や動画などのデータストリームをリアルタイムに

伝送する際に用いられている。 (４点)

① ＤＨＣＰ ② ＲＴＰ ③ ＦＴＰ ④ ＴＣＰ ⑤ ＨＴＴＰ

(３) ＩＰ－ＰＢＸには、その装置に収容されているそれぞれのＩＰ電話機の (ウ) と電話番

号が登録される。また、ＩＰ電話機をＬＡＮに接続した場合にＤＨＣＰサーバから取得した

ＩＰアドレスが、ＩＰ電話機からＩＰ－ＰＢＸに通知される。 (４点)

① ＭＡＣアドレス ② ネットワークアドレス ③ ホストアドレス

(４) 音声とデータを統合したＩＰネットワークでは、音声トラヒックの (エ) 制御を行うこ

とが必要である。ＩＰ電話機を使用する場合、ＩＰ電話機を直接ＬＡＮスイッチなどの通信機

器に接続するため、ＩＰ電話機を接続するポートをはじめとして、途中を経由するネットワー

クを含む全体を通した (エ) 制御が必要となる。 (４点)

① 交 換 ② 遅 延 ③ 損 失 ④ 優 先

(５) ＷＡＮやインターネットで用いられているルータは、異なるネットワークアドレスを持つ

ＬＡＮ間を接続する機器である。ＯＳＩ参照モデルの (オ) に該当する機器として、ルー

チング機能を持っており、最適経路を判断してパケットの流れを制御する。 (４点)

① 物理層 ② データリンク層 ③ ネットワーク層

④ トランスポート層 ⑤ セション層

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図の伝送路符号形式は、 (ア) 方式といわれる。 (４点)

① 単流ＲＺ ② 複流ＲＺ ③ 単流ＮＲＺ ④ 複流ＮＲＺ

Ｅ

０

－Ｅ

０ ０ ００１ １１ １１



Ｌ－8

(２) 光ファイバケーブルについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (イ) である。

(４点)

① 光ファイバケーブルは、通信の妨害となる雷や強電流電線からの電磁誘導の影響は

受けない。

② 光ファイバケーブルを布設するときは、布設速度や布設張力に注意し、過大張力を

かけないようにする。

③ 光ファイバケーブルを布設するときは、障害物などで極端に曲がることのないよう

曲げ半径に注意する。

④ 光ファイバケーブルが他のケーブルと交差するときは、漏話雑音が発生しないよう

ほぼ直角に交差させる。

⑤ 光ファイバの心線接続には、融着接続、コネクタ接続などの方法が用いられている。

(３) ＩＰネットワーク上で、アプリケーションがトランスポート層のプロトコルとして使用する

(ウ) は、コネクションの確立を行わない通信サービスを提供する。 (４点)

① ＰＶＣ ② Ｘ.７５ ③ ＴＣＰ ④ ＵＤＰ ⑤ ＳＱＬ

(４) ＭＰＬＳ(Multi-Protocol Label Switching)網では、ＩＰ網からパケットが転送されてくる

と網の入口で網内の転送に用いる (エ) が付与される。また、ＭＰＬＳ網の出口では

(エ) が取り除かれ、ＩＰパケットとしてＩＰ網に転送される。 (４点)

① ホップ ② エッジ ③ ラベル ④ ホスト

(５) ＡＴＭ網では、情報は固定長のセルに分割して伝送している。網内では各セルを伝送する

(オ) は、セルヘッダ情報のＶＰＩとＶＣＩとによって識別されている。 (４点)

① 物理的な通信路 ② トポロジー

③ 論理的な通信路 ④ キャリア

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 金融機関などの正規の電子メールやＷｅｂサイトを装い、暗証番号やクレジットカード番号

などを入力させて、個人情報を盗む行為は、 (ア) といわれる。 (４点)

① スパイウェア ② クラッキング ③ スプーフィング ④ フィッシング

(２) 認証技術について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＰＫＩは、電子商取引などを行う上で発生が予想される詐欺、文書改ざん、情報漏えい、

関与否定などを防ぐために利用できる。

Ｂ 本人特定のための認証方法としては、ＩＣカードなどの本人の持ち物を確認する方法と本

人だけが記憶している情報を確認する方法の二つのみが実用化されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 情報セキュリティ技術におけるデジタル署名では、送信元の (ウ) の確認と通信メッセ

ージに対する改ざんの有無などについて確認を行うことができる。 (４点)

① 秘密性 ② 本人性 ③ ポート番号 ④ パスワード
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(４) 複数のコンピュータに侵入して攻撃の拠点を作り、攻撃の対象のサーバに過大な負荷をかけ

て、サービスを提供できなくしてしまうことは、 (エ) 攻撃といわれ、防御が困難な攻撃

手法の一つである。 (４点)

① 辞 書 ② ＩＰスプーフィング

③ ＤＤｏＳ ④ バッファオーバフロー

(５) ＩＤＳ(侵入検知システム)について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 侵入検知システムは、ネットワークあるいはコンピュータシステム上で、起こり得る不審

な通信やユーザの挙動について、監視、アクセス制御及び試験を行う。

Ｂ 侵入検知システムは、侵入検知を分析するための情報収集、取得したイベント内容の分析、

イベントデータの格納及び分析結果からのアラート情報の発信などを行う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０で推奨される光ファイバの接続器具(コネクタ及びアダプタ)について述

べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 通信アウトレットと配線盤パネルとの接続で、配線側では、最大の柔軟性をもたせるため

に、光水平ケーブル及び光幹線ケーブルの成端部に単心コネクタを使用する。

Ｂ 通信アウトレットと配線盤パネルとの接続で、利用者側では、ファイバ伝送システムの送

信用及び受信用の２本のファイバの極性(上り・下り)を正しく接続・維持し、一方、別の

ファイバ対を使用して別の伝送システムを実現するために、２心コネクタを使用する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ホームネットワークなどの配線に用いられるプラスチック光ファイバは、石英系光ファイバ

と比較して、曲げに強く折れにくいなどの特徴があり、送信モジュールには、一般に、光波長

が６５０ナノメートルの (イ) が用いられる。 (４点)

① ＬＥＤ ② ＦＥＴ ③ ＺＤ ④ バリスタ

(３) 融着接続した光ファイバ心線は、被覆がないため強度が低下しており心線接続部の強度を補

強するため補強材として、主に、 (ウ) が用いられている。 (４点)

① フェルール ② ＰＶＣ ③ ＬＡＰ ④ 熱収縮スリーブ ⑤ ＰＥ

(４) １０ＢＡＳＥ－ＴイーサネットＬＡＮの配線工事について述べた次の記述のうち、誤ってい

るものは、 (エ) である。 (４点)

① 配線ケーブル長は、最大１００メートルまで可能である。

② 配線用のコネクタは、一般に、ＲＪ－４５の６極６心モジュラ・プラグが用いられる。

③ 配線に用いるケーブルの特性インピーダンスを１００オーム±１５％の範囲内に収め

る必要がある。
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(５) ＬＥＤ表示によりＬＡＮ配線の状態を確認する配線チェッカーについて述べた次の二つの記

述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＬＡＮ配線の伝送特性を確認することはできない。

Ｂ 配線に対割れ状態がある場合、正常結線として表示されるが、伝送特性が悪くなることが

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＰボタン電話装置等の主装置や端末機器などの設置工事に当たっては、高周波ミシンや電

気溶接機などの (ア) を発生するおそれのある機器の近傍への設置を避ける必要がある。

(４点)

① 電磁雑音 ② 近端漏話 ③ 遠端漏話 ④ ショット雑音

(２) ＩＰボタン電話装置等の配線工事について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＩＰボタン電話装置等に収容する事業用通信回線及び内線端末機器のための配線ケーブル

の工事においては、商用電源などの配線ケーブルとの平行な配線を避ける必要がある。

Ｂ ＩＰボタン電話装置等に収容する事業用通信回線及び内線端末機器のための配線工事にお

いては、踏まれるなど圧迫されるおそれのある露出される配線ケーブルはワイヤプロテクタ

などによる保護を必要とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 社内ネットワーク等の配線工事における１００ＢＡＳＥ－ＴＸでは、配線用ケーブルとして

(ウ) が用いられる。 (４点)

① プリント局内ケーブル ② ＵＴＰケーブル

③ ＰＶＣ屋内ケーブル ④ ＰＶＣジャンパー線

(４) 社内ネットワーク等の配線工事では、複数の配線ケーブルが布設されるため、配線構成の

変更や故障修理等の場合、接続されたケーブルの配線区間の確認等に誤りを生じないよう、一

般に、ＨＵＢや端末機器などのケーブル接続部において、配線ケーブルへの (エ) やマー

クバンドの取付けなどの方法が採られる。 (４点)

① タグ ② 端子保護キャップ ③ 結束クリップ

(５) ＬＡＮ設計は、ＬＡＮの設備装置等のインタフェースなどの確認を含めたＬＡＮシステム設

計工程と、配線媒体及び (オ) などを決める設計工程に大きく分けることができる。

(４点)

① 変調方式 ② 信号方式 ③ 配線形態
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業者が設置する電気通信回線設備に対し、当該電気通信事業者以外の者からその

電気通信設備(端末設備以外のものに限る。以下｢自営電気通信設備｣という。)を当該電気通信

事業者の電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、当該電気通信事業者がその請

求を拒むことができる場合について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ その自営電気通信設備の接続が、総務省令で定める技術基準(当該電気通信事業者又は当

該電気通信事業者とその電気通信設備を接続する他の電気通信事業者であって総務省令で定

めるものが総務大臣の認可を受けて定める技術的条件を含む。)に適合しないとき。

Ｂ その自営電気通信設備を接続することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備と利

用者の端末設備との責任の分界が不明確となることについて当該電気通信事業者が認定した

とき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業法に規定する三つの項目が確保され

るものとして定められなければならないとされているが、これらの事項について述べた次の文

章のうち、正しいものは、 (イ) である｡ (４点)

① 不当な差別的取扱いにならないようにすること。

② 通常想定される規模の地震による構成部品の接触不良を防止するため、耐震

措置が講じられたものでなければならない。

③ 電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

(３) 重要通信について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業

者と相互に連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続

する場合には、総務省令で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いについて取り決

めることその他の必要な措置を講じなければならない。

Ｂ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないと総務大臣が認め

るとき、総務大臣は電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために

必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 利用者は、通話の用に供しない端末設備又は (エ) を増設し、取り替え、又は改造する

ときは、電気通信事業者の検査を受けなくてよい。 (４点)

① 網制御に関する機能を有する端末設備

② 同一の構内において使用する端末設備

③ 網制御に関する機能を有しない端末設備

④ 重要通信を確保するために使用する端末設備

⑤ 総務大臣に変更届を提出して使用する端末設備
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(５) 電気通信回線設備とは、 (オ) 及びこれと一体として設置される交換設備並びにこれら

の附属設備をいう。 (４点)

① 線路、保安器その他の設備

② 有線、無線その他の電磁的方式を用いた設備

③ 送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体

④ 送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第２種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事(接続

点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る。)を行い、

又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

Ｂ ＡＩ第３種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事(端末設

備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る。)及び総合デジタル通信用設備に端末

設備を接続するための工事(総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに

限る。)を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 資格者証について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、氏名に変更を生じたときは、所定の様式の申請書に当該資格者証及び変更

の事実を記載した書類を添えて総務大臣に提出し、資格者証の再交付を受けなければならな

い。

Ｂ 工事担任者は、住所に変更を生じたときは、所定の様式の申請書に当該資格者証又は変更

の事実を証明する書類を添えて総務大臣に提出し、資格者証の訂正を受けなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) (ウ) 設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、デジタル方式

により専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

(４点)

① 総合デジタル通信用 ② デジタルデータ伝送用

③ インターネットプロトコル電話用 ④ 携帯電話用

(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を (エ) し、有線電気通信に関す

る (オ) を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

(４点×２＝８点)

① 促 進 ② 確 保 ③ 調 整 ④ 規 律

⑤ 制 度 ⑥ 基 盤 ⑦ 秩 序 ⑧ 基 準
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又はデジタルデータ

伝送用設備に接続されるものをいう。

Ｂ 制御チャネルとは、移動電話用設備と無線呼出端末の間に設定され、主として制御信号の

伝送に使用する通信路をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が (イ) ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上の絶縁抵抗

を有しなければならない。 (４点)

① ３００ ② ４００ ③ ５００ ④ ６００ ⑤ ７００

(３) 端末設備の安全性等について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ) である。

(４点)

① 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２５０ボルトの電

圧で測定した値で０.４メガオーム以下でなければならない。

② 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１０オーム以下となるよう
きょう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合

にあっては、この限りでない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生するこ

とを防止する機能を備えなければならない。

(４) 端末設備は、事業用電気通信設備から (エ) する通信の内容を意図的に (オ) する

機能を有してはならない。 (４点×２＝８点)

① 変 更 ② 識 別 ③ 利 用 ④ 記 録 ⑤ 切 断

⑥ 発 信 ⑦ 漏えい ⑧ 分 離 ⑨ 応 答 ⑩ 確 認

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 移動電話端末の基本的機能及び発信の機能について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 基本的機能として発信を行う場合にあっては、発信を確認する信号を送出する

機能を備えなければならない。

② 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、

電気通信回線からの応答を確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャ

ネルを切断する信号を送出し、送信を停止するものでなければならない。

③ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内でなければならない。

ただし、最初の発信から２分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。
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(２) 責任の分界と配線設備等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、自営電気通信設備との責任の分界を明確にするため、自営

電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、電気通信事業者が別に告示するもの又は端末設備を電気通

信回線ごとに自営電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備と事業用電気通信設備との間で発生する鳴音とは、 (ウ) 又は音響的結合によ

り生ずる発振状態をいう。 (４点)

① 意図的 ② 光学的 ③ 電気的 ④ 実効的

(４) 配線設備等について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等と強電流電線との関係については有線電気通信設備令の規定に適合するもので

なければならない。

Ｂ 事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにするため、総務大臣

が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める場合にあっては、その方法に

よるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号の低群周波数

は、 (オ) の間で規定されている。 (４点)

① ４００ヘルツ帯から５００ヘルツ帯

② ４５０ヘルツ帯から６００ヘルツ帯

③ ５００ヘルツ帯から７００ヘルツ帯

④ ５５０ヘルツ帯から８００ヘルツ帯

⑤ ６００ヘルツ帯から９００ヘルツ帯

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用して、

電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆されて

いる場合は、これらの物を含む。)であって、 (ア) 以外のものをいう。 (４点)

① 強電流電線に重畳される通信回線に係るもの ② 屋内に布設されるもの

③ 光ファイバケーブル ④ 同軸ケーブル

(２) 架空電線を低圧又は高圧の架空強電流電線と二以上の同一の支持物に連続して架設するとき

は、架空電線を架空強電流電線の下とし、架空強電流電線の腕金類と別の腕金類に架設しなけ

ればならない。ただし、架空強電流電線が (イ) であって、高圧強電流絶縁電線、特別高

圧強電流絶縁電線又は強電流ケーブルであるときは、この限りでない。 (４点)

① 低周波 ② 低電流 ③ 低 圧 ④ 高 圧
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(３) 有線電気通信設備令に規定する事項について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ウ) である。 (４点)

① 有線電気通信設備に使用する電線は、絶縁電線又は強電流絶縁電線でなければ

ならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

② 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が３０センチメートル以下となるよう

に設置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

③ 屋内電線は屋内強電流電線との離隔距離が６０センチメートル以下となるとき

は、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する、目的について述べた次の文章のうち、

A、Bの下線部分は、 (エ) ｡ (４点)

不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これ

についての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めるこ

とにより、電気通信回線を通じて行われるA電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御

機能により実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もってB高度情報通信社会の健

全な発展に寄与することを目的とする。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する、目的について述べた次の文章のうち、A、

Bの下線部分は、 (オ) ｡ (４点)

電子署名及び認証業務に関する法律は、電子署名に関し、電磁的記録の真正な成立の推定、

特定認証業務に関する認定の制度その他必要な事項を定めることにより、電子署名のA円滑

な利用の確保による情報の電磁的方式による流通及び情報処理の促進を図り、もって国民生

活の向上及びB防犯上の安全に寄与することを目的とする。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない




